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カルテの電子化のためのシステム、必要機器の導入を行う。 院内の将来計画委員会において、オーダリングシステム
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スムーズな診療と診療費の計算が行われ、待ち時間が短縮される
とともにカルテ管理が適切に行われ、検索が容易になる。

(千円)

運営主体

　
事 業 内 容 数量

平成２２年度 計画内容平成２１年度 計画内容

0事業費計(A)
　 　

　 Σ

人件費（Ｂ） 人 0

0

人件費（Ｂ）

　
事業費計(A)

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

0

人件費（Ｂ）

　 Σ

人 0 人 720

事業費計(A)

0

　

　 (千円) (千円)

　

0.1

Σ 0

0

　

人 720

　　 　
Σ

　 　 　
事業費計(A) 　 0

720

0.1人 0 人件費（Ｂ）

　 　

　 (千円)

0　 Σ

総合評価 事業の方向性

7

1111

219

事業の成果を測る指標

診療から会計までの時間

評価項目 ポイント

0

システム開発経費

　
事業費計(A)

人件費（Ｂ）

紙ベースカルテの保管場所の確保や受診時のカルテ検索が大変であり、カルテ記入に時間を要する。

カルテ検索時間の短縮と画像データのリアルタイム化や病診連携による診療データの共有化が図れる。
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